










子供 をめ ぐる消費 とデザ イ ン
ー 大正期デザイナーの子供観 とその表現を例に …











日本では明治末頃か ら近代的な意味での 「子供」 という概念が注 目を集め,専 門家による研





進められてい く土壌を形成 したことを,明 らかにしてきた1。こうした子供用品への関心は,

















家庭で自由に育て られるべき対象へと移行 してい く上での素地をつ くったといえる3。この家






会」が雑誌 「日本の家庭』を中心に組織されていったことか らも明らかなように,子供 という
テーマの多 くが学校教育ではな く家庭文化の中に位置づけられるようになっていった。 この家
庭生活及び子供への眼差 しは,大正期に高まる生活の改良運動の中に引き継がれていくことに
なる。
この時期の家庭に関する博覧会の中で代表的な例が,大 正4年 の国民新聞社主催による 「家




大正6年 には安部磯雄による 『子供本位の家庭』6が刊行 された。社会主義的な視点か ら民
主化を唱える安部は,国政と家政を重ね合わせ,国 の民主化の実現は,まず家庭の民主化から
とし,家庭の重要性を説いた。同書では特に子供本位の家庭を築 くことが家庭の民主化 には最
もよいとし,婦人 ・子供の生活に注 目,中で も家庭教育を重視 した。この頃から近代的な家庭
概念を普及 させていく中で 「子供本位」という語の使用が目立つようになってい く。
さらに大正に入 ると,それまでの明治的教育観が反映されたお伽話ではなく,子供の目線に






く,童謡 童画などの表現が派生 していった。 こうした動き
は同時代の一連の生活改良の運動 における,子供の生活を重
視する,い わゆる子供本位の考えとも呼応するが,こ の童心








いや人々の生活への提言を行った,木 檜恕一 と森谷延雄のデザイン観について,そ れぞれ検討
した。
柏木博は,木檜や森谷たちが子供を家族の中心に位置付け,こ こから家庭の変革を試みたと
述べている。例えば子供の人格 ・プライバシーを尊重 して子供部屋を設けた結果,居 間の需要
をも生み出 し,結果的に子 どもを重視 した家庭のあり方が,機 能主義的なモダニズムの思想を
家族関係の中にもたらすことになったと,指摘 している8。そ して柏木は,この時の機能的に
単位化されとらえられた家族観が,そ の後昭和に入 り国家の新体制運動に取 り込まれていった
と述べている。確かに子供を制度の中に取 り込むことで近代化が進行 したというのが,日 本の
近代の大きな特徴のひとつであり,二人のデザイナーの子供観は,次 に述べるように非常に近
代的な思考の枠組みの中で生成されたものであった。 しか し彼 らの子供に対する関心を詳細に
検討す ると,モダニズムの論理とは異なる側面を多 く見出すことができる。そしてそれが,彼
らの実践 としての 「子供的なるデザイン」の表現に微妙な 「ずれ」を生み出すことになった。
2-1木 檜恕一の子供観とデザイン
① 木檜恕一の子供観






「我が家を改良 して』ll(昭和5年)な どでは,住宅改善委員会の提言に沿った,新 しい住宅に
ついての説明が見 られるが,そ の中に子供に関する記述 も多 く含まれている。
木檜は 『新 しい家と家具装飾』で,子供に独立 した部屋を与えることの意義について,次 の
ように述べている。
「子供の心身の最も旺盛なる此の時期に於いて,特 に此の點に注意を佛 ひ,其の個性を尊
重 して,自 由に夫を發揮させる様に導 くことは,家庭の教育として極めて重大なる意義を
有するものである。」12
子供の教育を学校教育に任せていた当時の状況を批判 し,軽視されがちであった家庭教育の





に最 も自然的に其の心身の個性を十分に發達せ しむる事が出來 る。」'3
このように,子供にとってものをつ くることは真の天性であるとし,子供の手工芸が情操教




木檜による子供部屋の提案は,生活改善を推進 させるため椅子 と机を採用する,換気 ・採光
に留意す る,暖房器具や家具など安全性を重視 して設備を整える,親の目の届く位置にする,
など機能を考慮する内容が多いが,そ の中には子供部屋の装飾をどうすべきか,と いうような
子供のための意匠に関する提案 も見 られた。『住宅と装飾』では,「装飾は全 く子供の領分であ
る。」14と述べ,壁 面に子供の描いたクレヨン画,地 図,影 絵の切 り抜きなどを貼 ってみたり,






「眞に子供の心を引きつける様な装飾は,再 び子供に歸 らぬと,良い結果を見 ることが
困難である。此の子供に立ち歸つて考へるといふことは極めて理想であるが,一度大人に
なつては夫れが中々六つかしい。」is
ここで木檜が説 く 「子供に立ち帰 って考える」こととは,真 に子供の立場になって考える子
供本位の思想に他ならず,ま さに同時代の大正童心主義的な子供観 と相通 じるものであったと
いえる。
ただしその一方で,木 檜は自身のデザイナー的な立場から,子供のたあの意匠は子供の真善
美の教育に相応 しく,趣味の向上が可能なものでなければな らないと説き,子供の心を和 らげ,
芸術的気分を養うようなデザインが好ましいという見解 も示している。幼い時から美 しい形や
色に子供を慣 らしておくことは教育上大切であると,子供に対するデザインの役割を否定 して
はいない。家具デザインは安全性,体 格 に応 じたサイ
ズであることに加え 「柔 らかな子供 らしい感 じ」IGを表




想の裏側 には,や はり作 り手 として 「子供 らしさ」 を





のが,彼 の一連の著作の中の,子 供部屋部分で使用 し









挿絵で示 した子供 らしさのデザイ ン的表現は,と





供部屋では,畳 に机,ベ ッ ドなど,よ り現実的で
機能性を重視 したモダ ンデザインの採用が認め ら
れ るが,こ うした事例はこの1冊 に限られている
(図5)。
恐 らく木檜は,子供本位の思想を受容 しつつ も,
それがデザイン上 にどう表現 されるべきなのか,
具体的なイメージを生み出すには至 らなかったの
図4岡 本帰一 「ボ クノヘヤ」
(『コ ドモ ノクニ』昭和5年)
図5子 供部屋家具(『我が家を改良して』〉





木檜は自らを回顧 した 「私の工芸生活抄誌』'9の中で,彼 が大正初め頃,玩 具に特別な関心
を抱き,道楽として国内外の玩具収集を始めたという事実を明らかにしている。その契機となっ
たのが,東 京府立工芸学校に勤務 していた大正6～7年 頃に会員として参加 していた,三越呉
服店の児童用品会での影響であった。
「巌谷小波先生や高嶋米峰先生 ・其他のお歴々の中に混つて,其委員の一人として兒童
玩具の研究に携つたことがある。此の會は又旁 ら三越に仕入れて くる數多 くの玩具の審査
を した り,又は進んで其考案の競技會を開いて,創 作玩具の奨励をした。」2°





行,海 外か らの悪評を招 くことにもなっていた。三越のような資本力のある大型小売店が商品
開発を担うことにな り,その拠点 とな ったのが明治42年に組織 された児童用品研究会であっ
た。多 くの著名人を会員に集め,定期的に会合を催 し精力的な活動を続けていた同研究会は,
玩具をはじめとする児童用品の質的向上 とその国内における普及を目指す諮問研究組織であっ






まれていたということについては,山 口昌男が指摘 した通 りであるが22,大正期に文部省下の
生活改善同盟会で活躍する木檜は,む しろ体制の側,国 家の側から改良の提言を していたとい
う点で対照的な人物であった。こうした異なる価値観を考えるなら,木檜は,玩具収集という
個人的な趣味の世界を一時的に体験 しだけで,そ の後子供観を変化 させていったと理解するべ
きなのだろうか。 しかし実際には,彼 の一見矛盾するような子供観は,ど ちらかに傾 くという




「日本玩具集 おしゃぶり 東北篇』有坂與太郎 大正15年
「おしゃぶ り 古代篇』有坂與太郎 大正15年
「日本玩具集 おしゃぶり 東京篇』有坂與太郎 昭和2年
『羽子板』 山田徳兵衛 昭和12年
「古玩』作者等不詳
「おもちゃ絵本 その一』 有坂與太郎 昭和2-3年
『おもちゃ絵本 その四 ちんころ』有坂與太郎 昭和2-3年















第一次大戦時,ド イツなどヨーロッパで玩具生産 と輸出ができな くなった際,当 時最大の玩
具輸入国であったアメリカは,ド イツに代わり日本に製品を求めた。 しかしこの時日本では量
産体制が整わず,こ の大量の注文に応えることができないか,あ るいは質の悪い,安全性に欠
ける製品を濫造 してアメリカからの評判を落とす しかできなかった。 こうした事態を改善すべ
く,大正3年,倉 持長吉,小 島百蔵といった東京の玩具商有志により 「木工玩具製造株式会社」




な く,輸出国のアメ リカが玩具の輸入禁止を決めたため,営業続行が困難 となり,わずか数年





は,子供本位 というよりも百貨店との関わ りの中で,生 産者の側に強 く関心を持つに至 った,
資本の側に立 った産業本位といえるものであった。すなわち,木檜が従来考え られていたよう
な民主的家庭観を伴 う合理主義者というイメージとは別の一面を,かな り早い時期か ら自らの








供の椅子式生活は,何 より親の正 しい理解のもとでなければ実現 しないと述べている。すなわ











ポの可愛 らしさの方を喜ぶと云ふ事をお存 じでせう。」 といった子供特有の興味の示 し方を例
に挙げている。さらに子供の好きな絵を壁に掛けても,それをただ鑑賞するのではなく,それ
に触れて,し まいにはクレヨンで落書きを加えて しまう,という子供の行動を 「ながめて満足
するのは大人の心でお座いませ う。」 と,大人 とは全 く異なるものと区別している26。こうし
た大人とは異なる子供本来の特性を考慮するならば,子 供のためにはあまり技巧を凝 らさない
デザインの方がよいと結論づけてお り,このデザイン観 もまた,木 檜と近いものになっている。
森谷の子供本位のデザインとはどのような ものか,
彼は著作の挿絵を用いなが ら具体的に例示 している。
例えば,口 絵1で は 「アメリカ好みの良 くない子供室」
(図7)と題 した,西 洋風の子供部屋が紹介されている。
椅子やチェス ト,鏡台,玩 具箱,ベ ッドなどすべて白
で統一された家具類や,格 子柄のカーテ ンな どが特徴
的な子供部屋だが,こ れを森谷は 「大變 よく隅か ら隅 図7「 アメリカ好みの良 くない子供室」
39
まで子供 の爲 に考 へ られてお りますが,な ん とな く
『お し賣 り』的な氣持がお座いませ う,大人の好きな子
供室でお座 いますか らです。」27と批判的にとらえている。
確かにい くつ もの家具を調えた裕福な家庭の子供部屋
だが,そ れほど過剰なデザイ ンが目立 っていたわけで
はな く,例 えばこの同 じ部屋の図を,同 時代に資生堂
が発行 していた童心主義雑誌 「オ ヒサマ』で も使用 し








図8「 イギ リスの子供 室」
図9『 これからの室内装飾』挿絵
ている子供部屋を否定 していると思われるが,こ れら以外の挿絵 にも,物質的に恵まれた,
「子供らしい」意匠の施 された子供部屋が多数紹介 されてお り,森谷の主張と具体的なデザイ
ンイメージとの間に齟齬があったことは否めない(図9)。 口絵1の 子供部屋に対し 「樂な氣
持が缺けてお ります,も つともつ と 『ゆとり』のあるものでなければな りますまい。」 と評 し




人的かつ叙情的なものであった。 このことが特に強 く示 されているのが,大 正14年第11回国
民美術展に出品された,3種 の室内装飾品 「家具を主 とせる食堂書斎寝室」であった。翌大正
15年に 『小 さき室内美術』29として刊行 された,森 谷の代表作でもあるこの3部屋は,そ れぞ
れ文学的な主題を伴 う,ファンタジーの世界に依拠する,作品性の強い室内空間である。これ
らの部屋にはいくつかの共通する特徴が認あられるが,そ の主なものは 「気持ちの重視」「細
部 に和の要素を採 り入れる」そ して 「子供 らしさの表現」であったといえるだろう。森谷の子
供観とそのデザインは,この作品中の 「子供らしさ」に象徴的に表 されている。




足をさ し入れて」 と森谷の言葉が付 されているように,
西洋の童話を自分の表現の中にとりこもうとす るに とど
まらず,自 らがファンタジー世界に没頭 している様子が
伺える。 この部屋では,可 愛 らしいお姫様の眠るベ ッ ド
が象徴的に配 されているが,特 にベ ッドの木枠後部 に施
された装飾模様に,星 と月,小 さいお城,ハ ー トの一葉
などの子供的な表現が認められる(図10)3°。
オスカー ・ワイル ドの 『ドリアン ・グレイの肖像』の
「紙張 りの障子にのどかな 日の光をゆるがせて,斜 めに鳥
影が飛ぶ景色,そ れは日本畫のやうだ。」 という一節から
インス ピレーションを得たという 「鳥影の映る窓の書斎」
は,西 洋における日本趣味を意識 したデザイ ンとなって
いるが,こ こにも細部 に子供的意匠が加え られている。













食事を執つたら一體 どんな氣持ちがするだらうか』 と云ふ遊戯心,小 さい歌の氣持でさう云ふ
食事室を作つて見度 く成つたのです。」31と説明 しているように,子供のような感覚的な部分で,
この折衷的意匠を考案 している。ここにも,例えばサイ ドボー ド棚板下の小箱に置かれた人形,
小 さい金のハー ト模様,棚 の中の鳥など,子供 らしさの表現が随所に認められ,「緋の心 もて
朱の衣 きて食事執 る幼き子の小さき詩」と最後に彼の創作上の 「気分」を表明 しているように,
この中でイメージされているのは,子 供が無邪気な気持ちで食事をとる風景であった(図12)。
森谷 はこの3つ の室内装飾作品で,単 に制作上の主題として子供を選んだのではない。その








森谷が早 い時期から,子 供世界に大きく傾倒 していたことを
裏付ける事実がいくつかある。
例えば 『森谷延雄遺』の中に 「おもちゃを並べたマン トルピー
スを得て」 という一文がある。新築 した 自邸の2階 書斎に取 り
付けたマン トル ピースは彼の強い要望によって造 られたもので,
その上 には彼のお気に入りの玩具が並べ られた(図13)。
「茶福(胡 桃古味色)に 塗つた板の上に毎 日數多の玩具
が私の出勤をお くり迎えてくれるのです。
















彼は以前,玩 具に大変興味を持っていたが,そ の後家具装飾の専門を深める中,暫 く専門外
の玩具からは遠ざかっていたというのである。
「小さい時か ら玩具には頗る趣味を有つて居 りまして,大人の好きな玩具に就て も幾分
の理解を有つて居る次第であ ります,さ うして又我々の學生時代には,各地方へ旅行する
人がある度毎に,私 は第一のお土産として木に關する玩具を戴 くことにして居 るので,い
つ もそれを戴いて感謝 して居つたのであります。」34
この話から,彼が幼い頃か らの玩具への関心を学生時代になってさらに深化させ,そ の収集







ド木枠の模様などは,特 に童画家,武 井武雄35の作風と酷似 している(図14)。森谷は大正15
年に皇孫御誕生記念 こども博覧会の会場デザインも手掛 けているが(図15),ここでのデザイ
ンも,か なり直接的に童画との類似性が認められる(図16)。しか し森谷のこうした童画 との
関連性は,かな り初期に遡ることができる。彼の大正4年1月7日 の 日記には 「本月末日頃發
行のつもりにて幼年雑誌 ムカシムカシ第一編 桃太郎君を發行の原稿を作 らうとす,發 行所マル
キヤ。定價五錢。」 と記 されており36,東京高等工業学校を卒業 した頃に,既 に子供のための
作品を手掛けていたことがわかる。大正4年 の時点では 『赤い鳥』などはまだ創刊 しておらず,





お伽話か ら脱 した童心主義文学が本格的に開花 してい く直前の時期であり,彼の仕事 も 「桃太
郎」という日本のお伽話を題材にしたものであった。しか しこの子供のためのイラス トレーショ






ずであった。木檜恕一 と森谷延雄は共に洋家具の普及,生 活の合理化 という視点か ら,昭和に









は,同時代の童心的子供観にも見 られたような矛盾,す なわち大人の興味 ・関心があった。そ
してそれは結果的には商業主義的世界に使われる,夢のある物質的に豊かな子供イメージとつ
なが っていくことにもなる。すなわち,彼 らの子供本位という主張と表現の曖昧さが同時代の
商業主義的な子供用デザインが増大 していく風潮を,む しろ側面か ら擁護することになり,高
度に発展 した今 日の子供用品市場の基盤を築いたのではないかと考えられる。
※本論 は意匠学会第48回大会発表 「子供をめ ぐる消費とデザイン」 を加筆 ・修正 したもので
ある。
※本研究は平成16～18年度文部省科学研究費 ・基盤研究(C)「近代 日本における子供用品の歴
史的研究 一 子供のためのデザインの成立 とその背景」の助成によるもので,「近代 日本に
おける商品デザインの展開」(『デザイン理論』46号,2005)に続 く研究である。
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